
 

2024 年 7 月 1 日 

安全に関するご注意（リチウム一次電池）【危険】 

 

1. 電池を水、海水、飲料や調味料などの液体につけたり、濡らさないでください。電池に組み込まれ

ている保護機構が壊れると電池が発熱、発煙、破裂、発火する原因となります。 

2. 電池を火のそば、ストーブのそばなどの高温の場所で使用したり、放置しないでください。熱によ

り樹脂セパレータが損傷した場合、電池が内部ショートし、発熱、発煙、破裂、発火する原因となり

ます。 

3. 充電しないでください。また、回路上ほかの電源から電流が流れ込まないようにしてください。 

4. 電池はプラス・マイナスの向きが決められています。充電器や機器に接続する時にうまくつながら

ない場合は無理に接続しないで、プラス・マイナスの向きを確かめてください。逆につなぐと電池

が逆に充電され、内部で異常な化学反応が起こり、電池が漏液、発熱、発煙、破裂、発火する原因

となります。 

5. 電池を充電器を介さずに電源コンセントや、車のシガレットコンセントなどに接続しないでくださ

い。感電したり、高い電圧を加えられることによって、過大な電流が流れ、電池が漏液、発熱、発

煙、破裂、発火する原因となります。 

6. この電池を指定器以外の用途に使いますと、電池の性能や寿命が低下したり、機器によっては、

異常な電流が流れたりして電池が破損する可能性があり、発熱、発煙、破裂、発火の原因となりま

す。 

7. 電池を火の中に投入したり、加熱しないでください。絶縁物が溶けたり、ガス排出弁や保護機構を

損傷したり、電解液に引火したりして発熱、発煙、破裂、発火の原因となります。 

8.  （＋）端子と（－）端子を針金等の金属で接続しないでください。また、金属製のネックレスやヘア

ピンなどと一緒に持ち込んだり、保管しないでください。電池がショート状態となり、過大な電流

が流れ、発熱、発煙、破裂、発火したり、あるいは針金やネックレス、ヘアピンなど金属が発熱する

原因となります。 

9. 強い衝撃を与えたり投げつけたりしないでください。電池を漏液、発熱、発煙、破裂、発火させる

原因となります。電池に組み込まれている保護機構が壊れると異常な電流や電圧で充電され、電

池内部で異常な化学反応が起こり、発熱、発煙、破裂、発火の原因となります。 

10. 釘を刺したり、ハンマーで叩いたり、踏みつけたりしないでください。電池保護機構が破損する可

能性があり、また、電池が変形されて内部でショート状態になり発熱、発煙、破裂、発火の原因と

なります。 

11. 電池に直接ハンダ付けしないでください。熱により絶縁物が溶けたり、ガス排出弁や保護機構を

損傷することで、発熱、発煙、破裂、発火する原因となります。また、半田槽に電池を落下させない

でください。 
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12. 電池の分解、改造やケースに入った電池パックの解体は絶対にしないでください。電池・電池パッ

クには、危険を防止するための安全機構や保護機構が組み込まれています。これらを損なうと、電

池が発熱、発煙、破裂、発火する原因となります。 

13. 電池の外装チューブをはがしたり、キズをつけたりしないでください。電池がショート状態となり

やすく、漏液、発熱、破裂させる原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2024 年 7 月 1 日 

安全に関するご注意（リチウム一次電池）【警告】 

 

1. 小さい電池を誤って飲み込むことのないように、使用機器および電池は、乳幼児の手の届かない

ところへ置いてください。万一飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談してください。 

2. 電磁調理器の上に置いたり、電子レンジや高圧容器に入れたりしないでください。急に加熱され

たり、密閉状態が壊れたりして発熱、発煙、破裂、発火の原因となります。 

3. 新しい電池と使用した電池や容量、種類、銘柄の違う電池を混ぜて使わないでください。使用中

に過度に放電されたり、充電時に過度に充電されたりして、電池内部の異常な化学反応によっ

て、発熱、発煙、破裂、発火の原因となります。 

4. 電池の使用、充電、保管時に異臭を発したり、発熱をしたり、変色、変形その他今までと異なるこ

とに気がついた時には機器あるいは充電器より取り出し、使用しないでください。そのまま使用

すると、電池が発熱、発煙、破裂、発火する原因となります。 

5. 電池が漏液したり異臭がする時には直ちに火気より遠ざけてください。漏液した電解液に引火

し、発煙、破裂、発火の原因となります。 

6. 電池が漏液して目に入った時は、こすらずにすぐに水道水などのきれいな水で十分洗った後、直

ちに医師の治療を受けてください。放置すると液により目に障害を与える原因となります。 

7. 運搬時は収納されているケースの中身の電池が動かないようにしっかりと梱包してください。破

損や金属端子のショートの原因となります。 

8. 使用済みの電池の廃棄は、法律ならびに各地方自治体の条例に従ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2024 年 7 月 1 日 

安全に関するご注意（リチウム一次電池）【注意】 

 

1. 直射日光の強いところや炎天下の車内などの高温の場所で使用したり、放置しないでください。

漏液、発熱、発煙の原因となるおそれがあります。また、電池の性能や寿命を低下させることがあ

ります。 

2. 電池には危険を防止するための保護機構が組み込まれています。保護機構にダメージを与えるよ

うな静電気（100V 以上）が発生する場所で使用しないでください。保護機構が壊れ電池が漏液、

発熱、発煙、破裂、発火する原因となるおそれがあります。 

3. 電池をご使用前に必ず取扱説明書、または注意書きをよくお読みください。また、お読みいただ

いた後、大切に保管し、必要な時にお読みください。 

4. お買い上げ後、初めてご使用の際に、サビや異臭、発熱、その他異常と思われた時は、使用しない

でお買い上げの販売店にご持参ください。 

5. 電池を小さなお子様が使用する場合には、保護者が取扱説明書の内容をお教えください。また、

使用途中においても、取扱説明書の通り使用しているかどうかご注意ください。 

6. 電池が漏液して液が皮膚や衣服に付着した場合は、直ちに水道水などのきれいな水で洗い流して

ください。皮膚がかぶれたりする原因になるおそれがあります。 

7. リード線や金属端子部等が露出したものは、ビニールテープ等で必ず絶縁してください。ショート

により発熱、発火、破裂の原因になるおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




